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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はじめに

　沖縄島を中心とする日本の亜熱帯植生域では，農地開発・土地造成にともなう自然環境の破壊

が著しい。とくに深層にいたる赤黄色風化をうけた沖縄島北部の丘陵地では，強度の土地改変が

契機となって，大量の土砂流出がひきおこされている。台風・梅雨・秋雨前線の南下による多量

の降雨（名護測候所1976）は，改変地において地質学的規準をはるかに超えた加速的侵食をひ

きおこすとともに，流域系をつうじて土砂の下流域への堆積をもたらしている（名護市1977，

ド弓ホ寸f也　1978）。

　こうした土地改変による土地自然の変貌は，当然のことながら植生にも少なからぬ影響を与え

ていると考えられるが，それを調査した事例（たとえば新納1975）はわずかである。とくに土砂

流出を考えるうえでの原単位となる流域を調査対象とした事例は皆無といってよい。そこで本論

では，沖縄島北部丘陵地の小流域を調査対象として，植生破壊をひきおこした要因と植生の現状

について報告する。

　　　　　　　　　　　　　　1．調査流域と調査方法

　1．　調査流域の設定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や　ぶ　対象流域として，沖縄島で最も土砂流出の著しい流域のひとつである名護市屋部川流域が選定

された（Abb．1）。この流域は，　STRA肌ER（1952）の次数区分で7次流域になるが，詳細な植
　　　　　　　　　　　　　　　　　　び　また
生調査をするために，さらに5次流域（為又流域）が具体的な調査流域として設定された（Abb．

2）。屋部川流域の西部は主として固結堆積物，東部は未固結堆積物からなるが，為又流域はその

境界帯に位置し，屋部川流域全域を考えるうえでも指標性が高いと考えられる。

2．調査方法
調査はつぎのような方法でおこなわれた。

1）植生破壊の背景である流域の土地利用変化と土地改変の状況を検討する。

2）調i査流域において植物社会学的植生調査（BRAuN－BLANQuET　1964）を実施し，現存植

　生図を作成する。

3）現存植生図と地形分類図を比較することにより流域の植生破壊の特徴を検討するととも

　に，土地改変による自然潜在力の低下についても考察を加える。
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　　　　　　　　　　　　　H．土地利用の変化と植生破壊

　屋部川流域で大量の土砂流出をもたらす開発のはじまったのは，1960年代前期以降といわれ

る。機械力によるパイン畑の開墾が可能となって以来，急速に農業開発が丘：意地ですすめられる

に至った。

里ab．1．　Veranderung　der　Landwirtschaftlichen　Nutzung　in　Bimata．Siedlu且gsgebiet

　　　　in　der　Nahe　des　untersuchten　Wassereinzugsgebietes

∫ahr 1964 1971 1975

Reisfelder 16 8 0

％des　Agrarlandes
Ackerla鷺d（meist
　Zuckerrohr）t
　Obstg護rten（meist
lAnanaskulturen）

60 34 26

24 58 74

Summe　des　genutzten　Agrarlandes（ha） 47．3 68．4 69．1

　Tab．1は為又区（為又流域のひろがりに近い集落単位）における農地の推移を示したもので

ある。耕地面積の急速な増加は，樹園地（主としてパイン畑）の拡大によるものである。また，

逆に，水田面積は急激な減少を示している。これは，丘陵地の土地造成により土砂流出が低地に

及び，結果的に水田利用が困難になったことに加え，盛土により積極的にサトウキビ畑への転作

をはかったことによる。

　また1972年の本土復帰と前後して，都市的瀾発の波が屋部川流域にも及ぶようになり，1975

年を中心として公共施設や宅地の造成があいついではじめられた。なかでも，為又流域における

県農業試験場の造成は25haに達し，屋部川流域では最大規模のものである。土地造成は，丘陵

地の尾根部を削り谷部にうずめるという手法がとられたために，大量の土砂流出が発生した。門

村他（1978）によれば，全削剥量は100，000m3／km2・yrのオーダーにも及び，侵食の速さは，自

然地域に比して103～104倍，大規模農地や一回目人工改変地に比しても101～102倍に達したと

推定されている。この造成地では，現在も土壌侵食が続いており，流域環境保全上大きな問題を
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残している。

　為又流域の土地利用変化の特徴は，Abb．3のA・Bにもあらわれている。　Aは米軍作成の2万

5千分の1地形図から推定した1949年の土地利用である。丘陵地の大部分をll．【林が占め，低地

に水田がみられるほかは，集落地の周辺に畑地が分布するのみである。

　これに対し，！975年の土地利用では，流域北部および西部の1部に山林を残すほかは，丘陵i地

のひろい部分が，パイン畑や造成現場に変化している。また，Bの土地利用図では，本土復帰や

沖縄海洋博と前後する土地買占めの影響をうけたとみられる荒蕪地（主としてパイン畑の放棄

地）もみられる。

　こうした土地利用の大規模な変化は，植生の大規模な破壊をもたらした。ひとつは，現存植生

の破壊である。かつて流域にひろがっていた森林植生は極度に減少した。またひとつは，植生を

ささえる立地の自然潜在力の破壊である。パイン畑の開墾は，造成時に表土を剥ぎ取ることによ

って自然潜在力を低下せしめている。また，5～7年毎の更新時には，さらに表土を削り取るこ

とによって自然潜在力をいっそう低下せしめている。公共施設地造成の場合は，地形そのものを

大規模に改変したために，自然潜在力の低下はとくに著しいものと予想される。低地は逆に土砂

の堆積を受け，湿地の遊水能力が低下している。

III．調査流域の現存植生

　1．　植生調査結果

　植生破壊の現状を詳細に検討するために植生調査がおこなわれたσ調査は，1978年の2月，5

月，7・8月，11月に実施した。

　植生調査の結果は，森林植生と草本植生にわけ群落区分華々こまとめた（Tab．2，　Tab．3）。そ

の概要をのべると次のようである。

　1）　森林植生

　森林植生は，4つの群落に区分され，さらに2つの群落はそれぞれ2つの下位群落に区分され

た（Tab．2別表）。

　（1）　ミズスギーサユウキュウマツ群落

　　　　．乙ツcoノ）o漉z‘フη06η2z4z‘η3－Pゴ7zz‘5　Zzκんz‘87z3∫∫一Gesellschaft

　パイン放棄後の荒蕪地にみられる群落であり，放棄後3～6年を経て成立している。この群落

には，畑地雑草群落やススキ草地の構成種が多く含まれ，また群落高も1．5mから3皿と低い。

したがって，この群落は，二次遷移の初期の段階にあり，安定した森林群落に移行するには長時

間を要すると考えられる。

　（2）　テンニソカーリュウキュウマッ群i落

　　　　Rん040刀zツ7再‘z‘5孟。”367z彦05α一Pカzz‘∫Zzκ13z‘82z5ゴ5・Gesellschaft

　ピサカキ，カンコノキ，テンニンカを区分種とするリュウキュウマッ林である。ミズスギーリ

ュウキュウマッ群落に比して群落高，種壷ともまさり，森林植生として一応の安定をみている。

この群落は，スダジイ林やリュウキュウアオキースダジイ群団の暴威種群を含むか否かによって

2つの下位群落に区分される。典型下位群落は，シイ林要素を含まない極乾性タイプの植分であ

り，立地の潜在力に対応した自然植生と考えられる。ヒメユズリハ下位群落は，シイ林要素を含

み，放置すれば冬ダジイ林に移行すると考えられる。

　（3）　リュウキュウアオキースダジイ群集

　　　　Psychotrio－Castanopsietum　sieboldii　Miyaw段ki　8’αZ．1971

　スダジイ，イスノキ，シマミサオノキ，タイワンルリミノキ，ギョクシンカ，モクレイシなど
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Photo。1．　Steilhangseite　mit　nat蔽rlicher　Waldvegetation（PsychotriQ．Castanopsietum

　　　　sleboldii）im　Vordergrund　derzeitige　Gestaltungsma6nahmen　mit　lungen

　　　　Ananaskulturen

を区分種とする群落は，リュウキュウアオキースダジィ群団（Psychotrio・Castanopsion　sieboldii

Miyawaki　8飽Z．1971）の典型群集であるリュウキュウアオキースダジィ群集に相当する（宮脇

！971）。この群集は，沖縄島では山麓から海岸段丘にかけて分布し，部分的には二次林要素も多

くみられる（新納1976）。本流域では，過去の人為的かく乱のあったことは認められるが，にも

かかわらずこの群集は自然林に近いものであり，群落高（6～9m），種数（30種前後）とも他の

群落に比してバラツキが少なく，群落としての安定性は高いといえる。

　（4）　シマイズセンリョウーアカミズキ群落

　　　　Mα6∫α孟6π6プα・W’8π4♂α7z4彪〆6r”zo5α12α・Gesellschaft

　シマイズセンリョゥ，コンロソカ，コバノハスノバカズラ，カキバカンコノキ，カニクサ，ア

カミズキ等を区分種とする河川沿の群落である。この群落では，湿潤亜熱帯の森林植生の中では

特異な，アカメガシワ，タラノキ，エゴノキなどの落葉樹が念まれ，また，群落高（4～13m），

種数（22～56）ともバラツキが大きい。これは，立地が河川沿に位置し，常に流水によるかく乱

を受けていることによると考えられる。本群落はヤブツバキクラスやリュウキュウアオキースダ

ジイ群醐の国璽種や構成種を含み，上級単位ではそれらに含まれよう。

　このシマイズセンリョウーアカミズキ群落は，さらに2つの下位群落に区分される。ひとつは

人為的影響の少ない典型下位群落であり，またひとつは，強い人為的影響を受けたノボタン下位

群落である。ノボタン下位群落には，人為的影響を反映して，リュウキュウマッ林の構成種が混

入している。

2）　草本植生（雑草群落）

草本植生は4つの群落に区分された（Tab．3溺表）。

（！）　チゴザサーハイキビ群落

　　　ムα‘1加6gZoみ05α・1）α痂‘z〃フzプ確）θη5－Gesellschaft

水田放棄地のうち土砂堆積の比較的すすんでいない湿地にみられる群落であり，チゴザサ，ヒ
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メガマを区分種とする。本群落では，そのほかハイキビが優外するが，種数は3～6とぎわめて

少ない。

　（2）　ヒデリコーハイキビ群落

　F勿めプゴ5砂Z♂5Z魏。プαZぎ5－Pα厩6躍πrゆ87z5・Gesellschaft

　ツノクサネム，ギョウギシバ，ヒデリコなどによって区分される。湿地の盛土地や造成地にみ

られる群落であり，カヤツリグサ科の植物が多くみられる。出現種数は16～30と草本植生の中

で最も多いが，これは群落の立地が湿地の盛土地であり，湿性・乾性タイプの植物が混在してい

ることに由来すると考えられる。

　（3）　メヒシバーススキ群落

　Z）ゴg露α万αα4566アz4εη，M疹∫6伽孟月35勿6π∫ゴ5・Gesellschaft

　ススキ，オガサワラスズメノヒエ，シマスズメノヒエ，メヒシバが出現し，ヒデリコーハイキ

ビ群落の区：分営が出現しないことによって区分される。乾性：立地で表土が削り取られたところに

みられ，放棄地雑草群落の組成を呈している。本群落は，放置されて3年以上経過するとミズス

ギーリュウキュウマッ群落に移行すると考えられる。

　（4）　カタバミーオニタビラコ群落

　　　　0謬α♂ゼ560プπ∫6認諺α・Yo％刀g乞αブ妙αz♂6α・Gesellschaft

　カタバミ，オニタビラコ等のいわゆる畑地雑草によって区分される。主として低地に分布し，

表土をもつ管理のゆきとどいた畑地に多くみられる。

　2．現存植生の分布とその特徴

　群落区分表に示された種の住み分けを空間的に追跡することによって植物社会学的現存槌生図

が作成された（Abb．4）。この現存植生図と地形分類図（Abb．5）・土地利用図（Abb．3）を

比較することによって現存植生の分布の特徴を考察する。

　1）土地改変と現存植生

　現存植生図と地形分類図の比較により，まず大きな傾向をみることができる。それは，自然急

斜面にリュウキュウアオキースダジイ群集やテソニンカーリュウキュウマッ群落が分布するのに

対して，人工緩斜面にミズスギーリュウキュウマッ群落やメヒシバーススキ群落が分布する傾向

である。すなわち，現存植生の変化は，地形の人工改変をともなって発生しているのである。

　谷に沿って分布するシマイズセンリョウーアカミズキ群落についても，下位群落のレベルで同

様の傾向が認められる。すなわち，自然地形上には自然性の高い典型下位群落が，改変地形上に

は人為的影響を強く受けたノボタン下位群落が分布している。

　また，かつて水田に利用されていた谷底低地では，水田放棄地雑草群落であるチゴザサーハイ

キビ群落よりも，畑地雑草群落であるカタバミーオニタビラコ群落がひろく分布する。これは，

土砂の堆積により湿性立地がより四姓のタイプに変化したうえに，さらに畑地としての維持管理

がおこなわれてきた結果によるものと考えられる。

　谷底低地のヒデリコーハイキビ群落の場合は，盛土が最近おこなわれたために，立地が不安定

である。また，土砂が自然に堆積したものでないために表土は皆無といえる。

　人工乎持地では，最も強度な地形の改変がおこなわれている。この地区に多くみられる群落

は，メヒシバーススキ群落とヒデリコーハイキビ群落であるが，その分布は地形改変と関係して

いる。Abb．6に両群落の分布と切土地・盛土地の分布が示されている。ヒデリコーハイキビ群

落は，かつての大きな谷の谷頭部周辺にみられる。これは，地形改変が水脈を切断するかたちで

おこなわれ，かつ現在では下流に水がうまく流れないために，この部分に谷底低地の盛土地と同
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von　Erdrutsch　betroffene　Gebiete
Grabenerosion

曲わ．5．Geomorphologische　K：arte　des　untersuchten　Wassereinzugsgebietes（FuMoTo　1978）
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質の群落が出現するに至ったと考えられる。それ以外の部分では，人工緩斜面に特徴的なメとシ

バーススキ群落がみられる。

　2）　土地禾り用と現存考復生

　林地とくに自然性の高い林地は，流域北部に多く残されている。リュウキュウアオキースダジ

ィ群集やシマィズセγリョゥーアヵミズキ群落がそれにあたる。この林地の残存理由は，蓑層地

質が粘板岩や千枚岩からなり，砂礫層に比して農地開発の園難なこと，為又集落の簡易水道の水

源として重要なことにある。

　これに対してテンニンカーーリュウキュウマツ群落は，断片的に残されているものが多く，かな

りの部分がパイン畑の開墾や土地造成のために破壊されてしまったと思われる。現在の分布域

は，開墾の困難な急斜面や丘頂，原地形面を残す農道の周辺に限られている。薪炭材の不要な今

日，テンニンカーリュウキュウマッ群落は，土地保全上重要な役割をはたしているにもかかわら

ず，土地利用上の意義を認められていない。

　パイン畑の放棄地や人工崖には，ミズスキーリュウキュウマッ群落がみられる。この部分には

積極的な土地利用行為がおこなわれていないため，森林植生に復元しようとする遷移が進行して

いる。

　パイン畑にはメヒシバーススキ群落や無植生地が多い。パイン栽培には表土は無用とされ，赤

黄色風化を受けた酸性土にも適している。パインの植付け後は，メヒシバーススキ群落からミズ

スギーリュウキュウマッ群落へ遷移を進行しようとする動きが生じるが，それを防止するために

大量の除草剤が使用される。無心生地がパイン畑に多いのはそのためである。この無植生地では

土壌侵食が著しく，土砂流出の主要な発生源となって，流域の環境破壊をもたらしている。

　サトウキビ畑やミカン（タンカソ）畑はカタパミーオニタビラコ群落の主たる分布域である。

施肥と除草が繰り返され，典型的な畑地雑草群落が形成されている。
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1繕．

轟

叢

叢轟

Photo．2．　Abgrabungs且ache　mit　neu　angelegten　Ananaskulturen；im

　　　　　Hintergrund　Stei】kante　und　Normalh6he　mit　Rlzo40〃りη漁～45

　　　　　ωノ〃βノzご05α，Pl噛ノz㍑3　Z㍑61耀81z∫ノ5．Gesellschaften

Photo．3．

濃㌢懸
　　・轟

一線遷 ・灘凝
　　　騨懸

隔日
田雛

Primar　Vegetation（ゐツ。｛ψ04fz〃z　c召〃～～捉〃ノ’・P～〃z’5　Zτκ1銘‘8〃5’5－Ges．）

auf　brachliegenden　Ananasfeldern

　水田放棄後の荒蕪地にはチゴザサーハイキビ群落がみられる。この群落域は，土砂の堆積や盛

土によって減少する傾向にある。この群落域は，土砂流出に対して調整池的な役割を有していた

が，最近では土砂の堆積がすすみまたサトウキビ畑や施設用地として利用しようとする意向があ

るために，土砂流出防止機能は極度に低下している。今後土砂流出が続けば，さらに下流の低地

や河口で土砂の堆積が急速にすすむことになろう。
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IV．土地改変にともなう自然潜在力の変化

　表土を剥ぎ取る農地開発や地形そのものを大規模に改変する土地造成は，現存植生を破壊した

のみでなく，植生をささえる立地の自然潜在力を大きく変化せしめている。

　丘陵地の大部分は，土地改変がおこなわれる以前はリュウキュウアオキースタジイ群集の潜在

霞然植生域であったと想定される。リュウキュウマノ群落の潜在自然植生域は乾燥した尾根筋に

限られていた。しかし，土地改変によって表土が剥離されてしまった緩斜面（表層剥離赤黄色土

壌域）では，すでにスタジイ林をささえる立地の自然潜在力はないといってよい。立地の貧化に

対応してリュウキェウマツ群落の潜在自然植生域がひろがったと考えることができる。

　シマイズセンリョウーアカミスキ群落の潜在自然植生域も，人工緩斜面の周辺では土砂堆積1こ

より狭められている。自然地形においては本来線状に連続するはすの本群落の分布域も，調査流

域ではいたるところで切断されている。

　低地の土砂堆積により人為未熟土壌が生みだされたところは，新らしい立地のタイプであるた

めに残存自然植生から潜在自然櫨生を推定することができない。また，そうした立地について

は，代償系列を確定することも現段階では困難である。この低地が湿地であり水田利用がされて

いた時点では，沖縄各地（たとえぽ玉城他1971，新納他！973）で報告されているように，セイ

コノヨシ群落の潜在自然植生域がひろがっていたと想定される。今後こうした新らしいタイプの

立地について現存植生の帰属する終局群落を推定する試みが必要となろう。

　このように，調査流域では，部分的には潜在自然植生すら想定できないほど，土地改変にとも

なう自然潜在力の変化は著しい。こうした事実をより客観的に把握してゆくためには，さらに今

後は，土壌改変の生物的意味をより深く検討してゆくことが重要と考えられる。

Photo．4．　KUnstllch　geschaffene　Talsohle　mlt　Experlmentlerfarm

　　　　　der　I）rafektur　Okmaw技

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おわりに

為又流域を事例として，土地改変にともなう沖縄島北部小流域の植生破壊の要因と現状か調査

された。被改変流域の環境整備をすすめるに際しては，そうした調査結果にもとつく認識を評価
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に展開することが必要である。植生は，流域環境を構成するひとつの要素であるばかりでなく，

流域の生物的環境の質を指標する重要な因子である（TAKEUCHエ8飽Z．1977）。今後さらに事例

的検討を加えてゆくことが強く望まれる。

　　本調査をおこなうにあたって常に協力をいただいた中村誠司館長はじめ名護市立図書館の皆

様，多くの資料提供をいただいた琉球大学新納義馬教授，沖縄県庁暦本礼司氏，北海道大学山本

’博氏に深く感謝したい。また，やっかいな現存植生図と地形分類図の製図をひきうけていただい

た東京都立大三原園育夫氏にも感謝したい。

　筆者の1人（武内）は，1976年の西独滞在中，幸運にもTUxe葺教授のボン大学におけるフン

ボルト賞受賞記念講演を拝聴する機会を得た。その中で教授は，植物社会学の世界各地での発展

の第1番目の例として日本をあげられたのであった。筆者らの研究レベルはしかし，到底T茸xen

教授の納得される段階には達しておらず，むしろ今後に残された課題が山積しているといえよ

う。そうした反省も含めて本拙論を80才を迎えられたT設xen教授に謹んで捧げたい。

　なお本．研究の1部に昭廊52年度文部省科学研究費（代表者・渡辺良雄：課題番号238030）を使

用した。

Zusammenfassung

　　　　In　den　subtmP呈sche祖Vegetat圭onszonen　Japans，　wie　den　Okinawa　Inseln，　hat

die　Zers宅敬ung　der　na亡趣1ichen　Umwe1も，　bedingt　du罫ch　die　Entw量cklung　der

LaRdwirtscha｛亡oder　Landreform　zuge雄ommen．　Besonders　im　H茸ge11and　im　n6rd－

1ichen　Teil　Okinawas，　dessen　B6den　aus　verwitterteR　r6tlichen　und　gelblichen

Erden　bestehen，　wird　die　Bode且erosio11，　neben　den　mehr　als　2，500　mm／a，　die　in

dieser　RegioR　fallen，　durch　die　Landen毛wicklung　beschleunigt．

　　　　D圭ese　Landentwicklung　hat　nicht　nur　die　Landesnatur，　sondem　auch　die

．Vegetation　solcher　Wassereinzugsgebiete　verandert　und　beeinHuB£．　Daher　mδchte

diese　Stud圭e　die　Ursache　der　Vegetat圭onszerst6rung　aufdecke且und　d三e　he雛tige

S圭tua重工on　der　Vegetation　beachte難，

　　　　Um　e三ne　mehr　ins　De重ai三9ehende　D圭skussion　m6glich　zu　machen，　w圭rd　ein

Wassereinzugsgeblet　5重er　Ordnung，“Bimata　Basln”，　welches　im“Yabu　Fluβgebiet”

7ter　Ordnung　eingeschlossen　is£，　untersuch之．（Abb．1，2）

　　　　Seit　den　fruhen　60　er　Jahren　wurden　Ananaskulturen（ノ4刀αノZα560クπ05π5）mit

Hllfe　nlechanischer　Ma8nahmen，　wie　z．　B．　Bulldozer，　angelegt，　die　bedingt　durch

dle　MeRge　des　erodier£en　Materials　auf　der　Talsohle，　eine　bemerkenswer£e

Zunahme　von　Obstgarten　und　ei箪e　schnelle　Abnahme　von　Reisfeldern　m圭t　sich

brachteB（Tab．1）．

　　　　Die　Err圭chtung　einer　Experimen£ierfar魚　der　Pr琶fektur　Okinawa（ca．25　ha

groB），1975，　auf　einem　k伽stlich　daf琶r　abgetragenen　H廿gel，　hatte　schwerw圭egende

Bodenerosion　im　Tal　zur　Folge．　Die　VeraRderung　der　Landnutzung　zwischen

1949und　1975　w量rd　in　Abb．3darges毛ellt．

　　　　Dle　Landrekultivierung　hat　die　Wa］d－und　Relsfeld－Vegetation　zerst6rt，　ebenso

wie　sich　dadurch　der　Nat敬lichkeitsgrad　der　Vegetation　geandert　hat．　In　dieser

Fallstudie　erfolgte　die　Vegetationsbeobachtung，　um　eine　ausf廿hrlichere　D量sl｛ussion

der　Ursachen　der　Vegetationszers之6rung　zu　ermOglichen・

　　　　Als　Ergebnis　de罫Untersuchung，　wurden　acht　PHaDzengesellschaften　pHanzen．

soziologisch　unterschieden　und　zwei　PHanzengesellschaften圭n　zwe量weitere　Unter－

gese王lschaften　ei誼gete邊：
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1．

II．

Waldgesellschaf七en（Tab．2）

1）Zクα～ρ04加zo67フ観π雛乃鶴伽んz‘67z5∫5・Ges．

2）　Rん040ηz∠y7一’んz45彦。ηz67z孟05α一P物z45　Zzκんz667z3∫5－Ges．

　　　　a）　Typische　Un之erges．＊＊

　　　　b）　D畷）んクψ勿伽π諭Z5辮伽アzガーUnterges．＊

3）PsychotriぴCastanopsietum　sieboldii　Miyawaki　6オaZ．1971＊＊

4）　Mσ63α’6π8プα一W；8η認αη4ガαノb7フπ05αηα一Ges．

　　　　a）　Typ圭sche　Unterges．＊＊

　　　　b）　1晩Z5α5渉。／zα6αη読ぬηz・Unterges．＊

Krautgesllschaften（Tab．3）
！）

2）

3）

4）

＊＊

＊

　　　　Die　geographische　Ve■tei｝ung

def　realen　Vege£ation　aufgezeigt（Abb

Karte（Abb．5）

der　Vegetationsverteilung　diskutie∫t。

　　　　Nat負rliche　oder　halbnat廿rliche　Waldvegetation　be丘ndet　sich　auf　den　nat蔭r．

圭三chen　steilell　Hangseiten，　wahre徽d　Ersatzgesellschaften　meistens　auf　deR　k伽stlichen

sanften　Htigeln　oder圭田F］achland，　dessen　NaturpoteRt量a】sich　durch　das　erodierte

Material　gea且dert　ha£，　sich㌦ansjedeln．1且Ananaskulturen　hat　sich　die　Vegetation

nichもnur　in　Dゴg露αアゼα　α45cθ層8735－Mゴ5c翻訪π55伽6／z5∫5－Gesellschaften　verwaRdelt，

so箆dem　sle　w魏rde　auch　d登rch　Agra∫che麺ka圭圭en　ve∫Dich£et．　Auf　solch　unbedeckten

B6den　ist　e圭ne　beschleunigte　Bodenerosion　die　Folge。

　　　　In　durch　Abtyagung　sanfter　HUgel　und　durch　ver琶nderte　Landllu£zung　beein－

Hu8ten　Ebenen，　verteilt　sich　die　Krautvegetation　in　spezi且sche　Zonen，　die　durch

Veranderung　des　Wasserhaushaltes　verursacht　si且d（Abb．6）．　Die　normalerweise

auf　der　k慧nstlich　aufgesch巌teten　Tiefebene　s量ch　ansledelnde凡刀z62ゼ5妙Zゼ5　Z獅α一αZゼ5．

勘痂α〃πプ4）6η5－GeselIschaft，　findet　s三ch　jetz£auch　a皿FtiBe　der　a聡geschRittenen

H：aRgseiten．

　　　　Die　La且dentwicklu且g　hat　ebenfalls　das　Natuごpotential　der　Vegetation　ver－

andert．　Die　heutige　poteロtielle　natUrliche　Vege£a£ion　in　rekultivierten　Gebietea　ist

sehr　verschieden　von　der　von　1960．　Z．　B．　potentie玉le　Gebie重e　vo無　Psychαrio．

etum　sieboldii　wurden　eingeeng之ulld　in　poten£圭elle　Geb量ete　von乃ππ5♂π6勧8π5ガ5－

Castanops圭一Gesellschaf宅en　auf　den　rekultivie∫ten　HangeR　flacher　H茸gel　umgewandelt，

d．h．　das　Natufpote且tial　der　Vegetation　wurde　durch　mensch】iche　Ei葺griffe　in　d三e

feuch£e，　subtrop圭sche　Umwelt　herabgesetzt．

　　　　MaR　kann　sagen，　daB　es　sehr　wichtig　ist，　da呂AusmaB　der　Vegetationszer－

st6rung　zu　erke鋤en，　denkt　man　an　Landschaftsbewertung　und　Landschafts－

planung　iR　erodierten　Wasserelnzugsgebieもen　oder　an　rekultivierte　Landschafte灘．

　乃α6肋88♂o∂o∫α一．Rzフzゼα6解7・｛4＞θ735－Ges．

　盈勿6アゼ5砂た∫Z露オ07・αZゴ5一％フz∫α6解7一ゆ6725－Ges．

　Dゼ9露αプかごτα456θ7z46アz5－Mゴ∬απ渉んz6ε5カz67z5∫5－Ges．

　0謬αた5607・πガ6πZα置α一y∂z粥9ゼαブ砂07z∫oα観Ges．

nat琶rliche　Vegetation

halb職at廿rliche　Vegetation

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dieser　PHanzengesellschaften　wird　ill　der　Kaごte

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．4）。Verg1量chen　mit　der　geomofphologischen

　　　　u且dder　Landnu宅zungskarte　von　1975（Abb．3）wird　der　Charakter
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　　　Die　Autoren　Indchten　diesen　Art呈ke1艶it　tiefem　Respekt　Herrn　Pm£Dr．

Dres．　h．　c．　REINHoLD　TむxEN，　de搬　Vatα　der　τeine捻　und　angewandte漁

PflanzeRsoziologie　auch　in　unserem　Land，　an溢Blich　se圭且es　achtzigsten　Gebur£stages

widmen，
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